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目
　
　
次

�

ペ
ー
ジ

規

則

〇
歯
科
技
工
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
医
療
政
策
課
）　
　

一

告

示

〇
控
除
対
象
寄
附
金
の
指
定�

（
税　

務　

課
）　
　

三

〇
平
成
十
九
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
八
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
に
基
づ
く
漁
業�

共
済
に
係
る
加
入
区
の
設
定
）
の
一
部
改
正�

（
水
産
林
政
総
務
課
）　
　

三

公

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了�

（
建
築
宅
地
課
）　
　

三

選
挙
管
理
委
員
会

〇
政
治
団
体
の
届
出�

三

〇
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
届�

四

〇
政
治
団
体
の
解
散
届�

四

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表
（
令
和
三
年
分
）�

五

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表
（
令
和
四
年
分
）�
五

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表
（
令
和
五
年
分
）�
五

〇
資
金
管
理
団
体
の
届
出�

五

〇
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
届�

六

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

〇
秋
さ
け
固
定
式
刺
し
網
漁
業
の
制
限�

六

規

則

　

歯
科
技
工
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
五
年
八
月
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
六
十
九
号

　
　
　
歯
科
技
工
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

歯
科
技
工
士
法
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
七
年
宮
城
県
規
則
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。　

　

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
四
号
ま
で
の
様
式
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
五
号
及
び
様
式
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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本町三丁目８番１号
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（毎週火，金曜日発行）
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様
式
第
５
号
（
第
６
条
関
係
）

歯
科
技
工
所
開
設
届
出
書

�
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

�
開
設
者
の
住
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
開
設
者
の
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
名
称
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

　
下
記
の
と
お
り
歯
科
技
工
所
を
開
設
し
た
の
で
、
歯
科
技
工
士
法
第
21条
第
１
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
ま
す
。

記

１
　
歯
フ
　
　
リ
　
　
ガ
　
　
ナ

科
技
工
所
の
名
称

　

２
　
開
設
の
場
所

〒�
電
話
　
　
　
（
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　

３
　
管
理
者
の
住
所
及
び
氏
名

住
所

氏
名

４
�　
業
務
に
従
事
す
る
歯
科
技
工
士

の
氏
名

５
�　
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
行
う
場
所

の
所
在
地
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を

行
う
者
の
氏
名
及
び
連
絡
先

所
在
地

氏
名

電
話
　
　
　
（
　
　
　
）

６
　
構
造
設
備
の
概
要
及
び
平
面
図
別
添
の
と
お
り

７
　
開
設
の
年
月
日

　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

添
付
書
類

　
1　
構
造
設
備
の
概
要
及
び
平
面
図

　
2　
管
理
者
の
履
歴
書

　
3　
管
理
者
及
び
業
務
に
従
事
す
る
歯
科
技
工
士
の
免
許
証
の
写
し

　
4　
開
設
者
が
法
人
の
場
合
は
、
登
記
事
項
証
明
書
及
び
定
款
又
は
寄
附
行
為

様
式
第
６
号
（
第
７
条
関
係
）

歯
科
技
工
所
開
設
届
出
事
項
変
更
届
出
書

�
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

�
開
設
者
の
住
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
開
設
者
の
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
名
称
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名
）

　
下
記
の
と
お
り
開
設
事
項
の
一
部
を
変
更
し
た
の
で
、
歯
科
技
工
士
法
第
21条
第
１
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
届
け

出
ま
す
。

記

１
　
歯
フ
　
　
リ
　
　
ガ
　
　
ナ

科
技
工
所
の
名
称

２
　
開
設
の
場
所

〒�
電
話
　
　
　
（
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　

３
�　
変
更
し
た
事
項
（
該

当
す
る
番
号
を
○
で
囲

む
こ
と
。）

⑴
開
設
者
の
住
所
及
び
氏
名

⑵
歯
科
技
工
所
の
名
称

⑶
開
設
の
場
所

⑷
管
理
者
の
住
所
及
び
氏
名

⑸
業
務
に
従
事
す
る
歯
科
技
工
士
の
氏
名

⑹
�リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
行
う
場
所
の
所
在
地
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
行
う
者
の
氏

名
及
び
連
絡
先

⑺
構
造
設
備
の
概
要
及
び
平
面
図

４
　
変
更
の
内
容

変
更
後

変
更
前

５
　
変
更
の
年
月
日

　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

添
付
書
類

　
１
　
３
の
変
更
し
た
事
項
が
⑷
に
該
当
す
る
場
合
は
、
管
理
者
の
履
歴
書
及
び
免
許
証
の
写
し

　
２
　
３
の
変
更
し
た
事
項
が
⑸
に
該
当
す
る
場
合
は
、
歯
科
技
工
士
の
免
許
証
の
写
し

　
３
�　
３
の
変
更
し
た
事
項
が
⑺
に
該
当
す
る
場
合
は
、
変
更
前
及
び
変
更
後
を
明
ら
か
に
し
た
構
造
設
備
の
概

要
及
び
平
面
図

　
４
　
開
設
者
が
法
人
で
あ
っ
て
３
の
変
更
し
た
事
項
が
⑴
に
該
当
す
る
場
合
は
、
登
記
事
項
証
明
書
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様
式
第
七
号
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
前
の
歯
科
技
工
士
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
諸
様
式
で
取
扱
い
上
著
し
く
支
障
の
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
当
分
の
間
、
改
正
後
の
歯
科
技
工
士
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
四
十
三
号

　

宮
城
県
県
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
七
十
六
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
寄
附
金
を
個
人
県
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除
の
控
除
対
象
寄
附
金
と
し
て
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定

に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
五
年
八
月
十
八
日

�
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

控
除
対
象
寄
附
金
と
し
て
指
定
し
た
寄
附
金

　

�　

国
立
研
究
開
発
法
人
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
に
対
す
る
寄
附
金
（
令
和
五
年
一
月
一
日
以
後
に
寄
附
し
た

も
の
に
限
る
。）

二　

寄
附
金
の
相
手
方
の
法
人
の
主
た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
の
所
在

　
　

千
葉
県
千
葉
市
稲
毛
区
穴
川
四
丁
目
九
番
一
号

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
四
十
四
号

　

平
成
十
九
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
八
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
に
基
づ
く
漁
業
共
済
に
係
る
加
入
区
の
設
定
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
五
年
八
月
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
五
年
八
月
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

法
第
百
二
十
五
条
の
二
に
掲
げ
る
漁
業
（
特
定
か
き
養
殖
業
）
の
表
宮
城
県
第
46
加
入
区
の
項
中
「岩

井
崎

」
の
次

に
「，

内
田

」
を
加
え
、
同
表
宮
城
県
第
47
加
入
区
の
項
中
「宮

城
県
漁
業
協
同
組
合
の
気
仙
沼
地
区
支
所
の
地
区
の

う
ち
内
田
の
区
域

」
を
「（欠

番

）」
に
改
め
る
。

公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
五
年
八
月
十
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

宮
城
郡
利
府
町
加
瀬
字
十
三
塚
六
十
番
一
、
六
十
番

四
、
六
十
三
番
、
六
十
三
番
一
、
六
十
四
番
一
の
各
一
部
、

六
十
七
番

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

名
古
屋
市
名
東
区
一
社
三
丁
目
七
番
地

�

株
式
会
社
ユ
ニ
ホ
ー　
　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
七
十
三
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
五
年
八
月
十
八
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

　

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

赤
間
繁
幸
後
援
会

赤
間　

繁
幸

赤
間　

繁
幸

黒
川
郡
大
郷
町
中
村
字
屋
鋪
二
二－

一

令
和
五
年

�

七
月
二
十
五
日

石
川
良
彦
後
援
会

山
口　

瑞
彦

武
田　
　

智

黒
川
郡
大
郷
町
山
崎
字
畑
中
七
九

令
和
五
年

�

七
月
二
十
五
日

柏
恵
美
子
後
援
会

柏　

恵
美
子

柏　

恵
美
子

塩
竈
市
清
水
沢
一－

一
五－

一
五

令
和
五
年

�

七
月
三
日

加
藤
喜
太
郎
後
援
会

三
浦　

一
道

高
橋　

正
利

柴
田
郡
村
田
町
大
字
村
田
字
後
田
六
五

令
和
五
年

�

七
月
七
日

加
美
を
元
気
に
す
る
会

猪
股　
　

豪

猪
股　
　

豪

加
美
郡
加
美
町
南
町
四
三

令
和
五
年

�

七
月
二
十
六
日

く
わ
ば
ら
し
げ
の
り
後

援
会

桑
原　

成
典

桑
原　

成
典

塩
竈
市
玉
川
町
二－

六－

一
八

令
和
五
年

�

七
月
二
十
七
日

こ
ん
ま
ん
文
雄
後
援
会

小
幡　

博
信

斎
藤　

廷
子

宮
城
郡
利
府
町
加
瀬
字
十
三
塚
八
一－

九

令
和
五
年

�

七
月
十
二
日

鈴
木
あ
つ
し
後
援
会

鈴
木　
　

篤

鈴
木　
　

篤

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
遠
山
五－

二－

二
八

令
和
五
年
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�

七
月
十
二
日

鈴
木
け
い
こ
後
援
会

太
田　

正
興

太
田　

好
子

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
境
山
二－

三－

八

令
和
五
年

�

七
月
十
二
日

須
田
あ
き
ひ
ろ
後
援
会

須
田　

聡
宏

須
田　

聡
宏

宮
城
郡
利
府
町
菅
谷
台
三－

二
四－

三

令
和
五
年

�

七
月
三
日

高
橋
克
也
後
援
会

髙
橋　

克
也

髙
橋　
　

圭

仙
台
市
若
林
区
土
樋
七

令
和
五
年

�

七
月
四
日

て
ら
し
ま
雅
子
後
援
会

加
藤　
　

治

寺
嶋　

昭
彦

名
取
市
美
田
園
三－

一
五－

九

令
和
五
年

�

七
月
十
八
日

中
島
か
ず
と
後
援
会

中
島　

一
都

中
島　

一
都

宮
城
郡
松
島
町
磯
崎
字
蟹
松
一
〇－

一

九

令
和
五
年

�

七
月
二
十
七
日

増
田
勝
郎
後
援
会

増
田　

勝
郎

増
田　

勝
郎

亘
理
郡
亘
理
町
字
泉
ヶ
入
一
〇
四

令
和
五
年

�

七
月
十
九
日

山
家
寛
二
後
援
会

赤
間　

善
博

山
家　

ま
り

柴
田
郡
村
田
町
大
字
小
泉
字
才
妻
六
六

－

一

令
和
五
年

�

七
月
六
日

〇
宮
選
管
告
示
第
七
十
四
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
五
年
八
月
十
八
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

㈠　

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

自
由
民
主
党
宮
城
県
ふ

る
さ
と
振
興
支
部

中
野　

正
志

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の
区
分

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体
以
外
の
政

治
団
体

法
第
十
九
条
の
七

第
一
項
第
一
号
に

係
る
国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

令
和
三
年

十
二
月
三
十
一
日

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

お
お
う
ち
卓
也
後
援
会

大
野　
　

喬

代

表

者�

の

氏

名

大
野　
　

喬

大
内　

卓
也

令
和
五
年

�

六
月
十
八
日

桜
井
公
一
後
援
会

土
井　

徳
夫

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

宮
城
郡
松
島
町
根

廻
桐
田
一
五－

一

宮
城
郡
松
島
町
手

樽
字
三
浦
三
七

令
和
五
年

�

七
月
二
日

鈴
木
い
ち
ろ
う
後
援
会

鈴
木　

一
郎

政
治
団
体
の

名

称

鈴
木
い
ち
ろ
う
後

援
会

鈴
木
一
郎
後
援
会

令
和
五
年

�

七
月
二
十
日

仙
台
歯
科
医
師
連
盟

駒
形　

守
俊

会
計
責
任
者

の

氏

名

三
浦　

啓
伸

木
村　

一
則

令
和
五
年

�

七
月
一
日

高
橋
重
信
後
援
会

赤
間　

健
一

会
計
責
任
者

の

氏

名

高
橋　

博
美

赤
間　

健
一

令
和
五
年

�

三
月
二
十
日

日
本
行
政
書
士
政
治
連

盟
宮
城
県
支
部

伴　
　

将
史

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
宮
城
野
区

榴
岡
四－

五－

二

二

仙
台
市
青
葉
区
国

分
町
三－

三－

五

令
和
五
年

�

三
月
一
日

代

表

者�

の

氏

名

伴　
　

将
史

佐
々
木
政
勝

令
和
五
年

�

五
月
三
十
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

関
本　
　

勲

髙
橋　
　

眞

畠
山
か
ず
よ
し
後
援
会

小
松　

紀
昭

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

気
仙
沼
市
田
中
前

二－

八－

一
四

気
仙
沼
市
弁
天
町

一－

八－

二
〇

令
和
五
年

�

七
月
七
日

代

表

者�

の

氏

名

小
松　

紀
昭

勝
倉　

敏
夫

宮
城
県
社
会
保
険
労
務

士
政
治
連
盟

須
田　

直
樹

代

表

者�

の

氏

名

須
田　

直
樹

黒
川　

一
郎

令
和
五
年

�

六
月
八
日

宮
城
県
獣
医
師
連
盟

渡
邉　

清
博

会
計
責
任
者

の

氏

名

大
久　

範
幸

的
場　

裕
明

令
和
五
年

�

六
月
二
十
日

宮
城
県
農
協
政
治
連
盟

佐
野　

和
夫

代

表

者�

の

氏

名

佐
野　

和
夫

佐
々
木
琢
磨

令
和
五
年

�

七
月
十
二
日

柚
木
た
か
み
つ
後
援
会

柚
木　

貴
光

政
治
団
体
の

名

称

柚
木
た
か
み
つ
後

援
会

ゆ
ず
き
貴
光
後
援

会

令
和
五
年

�

七
月
二
十
六
日

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

宮
城
郡
利
府
町
利

府
字
新
神
明
前
六

－

一

宮
城
郡
利
府
町
青

葉
台
一－

二
五－

五

リ
ア
ス
・
未
来
の
会

畠
山　

和
純

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

気
仙
沼
市
田
中
前

二－

八－

一
四

気
仙
沼
市
弁
天
町

一－

八－

二
〇

令
和
五
年

�

七
月
七
日

〇
宮
選
管
告
示
第
七
十
五
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治

団
体
が
解
散
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。　

　
　

令
和
五
年
八
月
十
八
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　
　
　
　
　

政　

治　

団　

体　

の　

名　

称

代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　

解
散
年
月
日

議
会
を
傍
聴
す
る
会
Ｓ
Ｌ－

９

佐
藤
金
一
郎

令
和
三
年
二
月
四
日

高
橋
克
也
後
援
会

髙
橋　

克
也

令
和
元
年
十
二
月
三
十
一
日

萩
原
た
つ
お
後
援
会

伊
藤　

昌
範

令
和
五
年
六
月
三
十
日

吉
野
敏
明
後
援
会

吉
野　

敏
雄

令
和
五
年
六
月
三
十
日
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〇
宮
選
管
告
示
第
七
十
六
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
政
治
団
体
か
ら
令
和
三
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ

の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
五
年
八
月
十
八
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
七
十
七
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
政
治
団
体
か
ら
令
和
四
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ

の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
五
年
八
月
十
八
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
七
十
八
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
政
治
団
体
か
ら
令
和
五
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ

の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
五
年
八
月
十
八
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
七
十
九
号

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

萩
原
た
つ
お
後
援
会

報
告
年
月
日
　
５
. ７
. 11（

５
. ６
. 30解

散
）

１
　
収
入
総
額

166,602 

　
　
　
前
年
繰
越
額

157,602 

　
　
　
本
年
収
入
額

9,000 

２
　
支
出
総
額

49,670 

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
　
個
人
の
党
費
・
会
費
�

（
９
人
）

9,000

４
　
支
出
の
内
訳

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

議
会
を
傍
聴
す
る
会
Ｓ
Ｌ
－
９

報
告
年
月
日
　
５
. ６
. 22（

３
. ２
. ４
解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

　
　
政
治
活
動
費

49,670 

　
　
　
組
織
活
動
費

49,670 

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

萩
原
た
つ
お
後
援
会

報
告
年
月
日
　
５
. ７
. 11（

５
. ６
. 30解

散
）

１
　
収
入
総
額

142,318 

　
　
　
前
年
繰
越
額

116,932 

　
　
　
本
年
収
入
額

25,386 

２
　
支
出
総
額

142,318 

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

25,386 

　
　
　
個
人
分

25,386 

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
政
治
活
動
費

142,318 

　
　
　
組
織
活
動
費

142,318 

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
個
人
分
〕

　
　
年
間
五
万
円
以
下
の
も
の

25,386 

吉
野
敏
明
後
援
会

報
告
年
月
日
　
５
. ７
. ６
（
５
. ６
. 30解

散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 
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政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
資
金

管
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
五
年
八
月
十
八
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
（
代

表
者
）
の
氏

名

　

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

　

指
定
年
月
日

桑
原　

成
典

塩
竈
市
議
会
議
員

く
わ
ば
ら
し
げ
の
り

後
援
会

塩
竈
市
玉
川
町
二－

六－

一
八

令
和
五
年

�

七
月
二
十
三
日

鈴
木　
　

篤

七
ヶ
浜
町
議
会
議

員

鈴
木
あ
つ
し
後
援
会

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
遠
山
五－

二－

二

八

令
和
五
年

�

七
月
十
二
日

髙
橋　

克
也

宮
城
県
議
会
議
員

高
橋
克
也
後
援
会

仙
台
市
若
林
区
荒
町
七
五

令
和
五
年

�

七
月
三
日

平
岡　

静
香

宮
城
県
議
会
議
員

平
岡
し
ず
か
後
援
会

富
谷
市
明
石
台
二－

一
九－

一
六

令
和
五
年

�

四
月
二
十
日

本
間　
　

圭

多
賀
城
市
議
会
議

員

本
間
け
い
後
援
会

多
賀
城
市
中
央
二－

一
三－

二
九

令
和
五
年

�

七
月
十
九
日

〇
宮
選
管
告
示
第
八
十
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
五
年
八
月
十
八
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
の
氏

名

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

異
動
事
項

新

旧

　

異
動
年
月
日

武
田　
　

曉

武
田
あ
き
ら
後
援

会

公
職
の
種
類

宮
城
県
議
会
議
員

角
田
市
長

令
和
五
年

�

七
月
三
十
一
日

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

〇
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
一
号

　

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
石
巻
市
網
地
島
濤
波
岐

崎
正
東
の
線
以
北
の
宮
城
県
地
先
海
面
（
共
同
漁
業
権
区
域
を
除
く
。
以
下
「
規
制
区
域
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
、

十
ト
ン
未
満
の
漁
船
を
使
用
し
て
行
う
秋
さ
け
固
定
式
刺
し
網
漁
業
（
以
下
「
さ
け
固
定
式
刺
し
網
漁
業
」
と
い
う
。）

の
操
業
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
制
限
す
る
。

　
　

令
和
五
年
八
月
十
八
日

�

宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

会　

長　
　

關　
　
　
　
　

哲　
　

夫　
　
　

一　

制
限
期
間

　
　

令
和
五
年
九
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
一
月
三
十
一
日
ま
で

二　

操
業
区
域

　

�　

気
仙
沼
市
唐
桑
町
御
崎
正
東
線
以
南
と
石
巻
市
網
地
島
濤
波
岐
崎
正
東
の
線
以
北
に
お
け
る
、
水
深
百
四
十
メ
ー

ト
ル
以
浅
の
水
域

三　

漁
業
時
期

　

�　

令
和
五
年
九
月
二
十
五
日
か
ら
同
年
十
一
月
二
十
日
ま
で
。
た
だ
し
、
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
に
よ
る

さ
け
採
捕
の
制
限
に
よ
る
期
間
を
除
く
。

四　

操
業
の
承
認

　

�　

規
制
区
域
に
お
い
て
さ
け
固
定
式
刺
し
網
漁
業
を
操
業
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
使
用
漁
船
ご
と
に
、
別
紙
秋
さ
け

固
定
式
刺
し
網
漁
業
承
認
事
務
取
扱
要
領
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
（
以
下
「
委
員

会
」
と
い
う
。）
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五　

承
認
隻
数

　
　

承
認
の
隻
数
の
上
限
は
、
百
二
十
三
隻
と
す
る
。

六　

承
認
の
対
象
者

　

�　

承
認
の
対
象
者
は
、
漁
業
法
そ
の
他
関
連
法
令
に
抵
触
し
な
い
者
で
あ
っ
て
、
漁
業
調
整
上
特
に
支
障
が
な
く
、

か
つ
、
さ
け
の
特
性
を
認
識
し
、
さ
け
増
殖
事
業
に
協
力
す
る
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

　

㈠　

令
和
四
年
度
に
お
い
て
、
さ
け
固
定
式
刺
し
網
漁
業
の
承
認
を
受
け
た
者
。

　

㈡�　

令
和
五
年
度
か
ら
新
規
に
着
業
し
、
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
。
た
だ
し
、
承
認
に
係
る
隻
数
は
五
で
定
め

る
承
認
隻
数
か
ら
前
号
の
対
象
者
の
承
認
数
を
除
い
た
数
以
内
と
す
る
。

七　

操
業
の
条
件

　

１�　

操
業
の
承
認
を
受
け
た
者
（
以
下
「
操
業
者
」
と
い
う
。）
は
、
操
業
す
る
際
、
委
員
会
が
交
付
す
る
さ
け
固

定
式
刺
し
網
漁
業
操
業
承
認
証
を
操
業
者
の
漁
船
に
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

２�　

操
業
者
は
、
操
業
期
間
中
、
別
に
定
め
る
標
識
を
、
操
業
者
の
漁
船
の
両
舷
の
見
や
す
い
場
所
に
表
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

３　

敷
設
で
き
る
漁
具
の
総
延
長
は
、
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
と
し
、
二
張
を
超
え
て
敷
設
し
て
は
な
ら
な
い
。
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４　

漁
具
を
二
張
敷
設
す
る
場
合
は
、
並
列
に
敷
設
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

５�　

漁
具
の
敷
設
開
始
時
間
は
午
前
四
時
以
降
と
し
、
揚
網
開
始
時
間
は
同
日
午
前
八
時
（
南
三
陸
町
末
ノ
崎
の
正

東
線
以
北
の
海
域
に
あ
っ
て
は
、
同
日
午
前
九
時
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
水
深
百
二
十
五
メ
ー
ト
ル
以
浅
に
敷
設

す
る
場
合
を
除
く
。

　

６　

漁
具
の
敷
設
回
数
は
、
一
日
一
回
と
す
る
。　

　

７　

漁
具
は
、
東
方
向
（
真
方
位
九
十
度
）
に
敷
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

８�　

漁
具
を
敷
設
し
て
い
る
間
に
お
い
て
は
、
そ
の
周
辺
海
域
に
待
機
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
水
深
百

二
十
五
メ
ー
ト
ル
以
浅
に
敷
設
す
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

９　

漁
具
を
揚
網
す
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
沖
側
か
ら
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

10�　

漁
具
の
両
端
に
は
、
宮
城
県
漁
業
調
整
規
則
（
令
和
二
年
宮
城
県
規
則
第
百
三
号
）
第
六
十
条
第
一
項
に
規
定

す
る
標
識
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

11�　

さ
け
固
定
式
刺
し
網
漁
船
は
、
沖
合
底
び
き
網
漁
船
と
漁
場
が
競
合
す
る
海
域
に
お
い
て
は
、
連
絡
当
番
船
を

介
し
、
無
線
又
は
船
舶
電
話
に
よ
り
連
絡
し
、
ト
ラ
ブ
ル
回
避
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

12　

漁
業
時
期
終
了
後
は
、
一
か
月
以
内
に
漁
獲
成
績
報
告
書
を
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

八　

承
認
の
取
り
消
し

　
　

こ
の
指
示
に
違
反
し
た
場
合
は
、
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
る
。

（
別
紙
）

　
　
　
秋
さ
け
固
定
式
刺
し
網
漁
業
承
認
事
務
取
扱
要
領

　

（
操
業
の
承
認
申
請
）

第�

一　

秋
さ
け
固
定
式
刺
し
網
漁
業
の
制
限
（
令
和
五
年
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
一
号
。）
四
の
承
認
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
秋
さ
け
固
定
式
刺
し
網
漁
業
操
業
承
認
申
請
書
（
様
式
第
一
号
。
以
下
「
承
認
申
請
書
」

と
い
う
。）
を
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
（
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号　

宮
城
県
水
産
林
政
部
水
産

業
振
興
課
内
。
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

承
認
申
請
書
の
受
理
期
間
は
、
委
員
会
指
示
の
翌
日
か
ら
令
和
五
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

３　

承
認
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

　

㈠　

漁
船
原
簿
謄
本

　

㈡　

年
間
事
業
計
画
書
（
様
式
第
二
号
）

　

㈢　

委
員
会
指
示
六
の
㈡
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
調
書
（
様
式
第
三
号
）

　

㈣　

所
属
漁
業
協
同
組
合
支
所
運
営
委
員
長
又
は
代
表
理
事
組
合
長
の
副
申
書

　

㈤�　

親
子
間
で
の
借
用
及
び
宮
城
県
共
同
利
用
漁
船
復
旧
対
策
事
業
に
よ
り
建
造
し
た
漁
船
で
申
請
す
る
場
合
は
船

舶
使
用
承
諾
書
（
様
式
第
四
号
）

　

㈥　

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
書
類

４�　

承
認
申
請
書
は
、
申
請
者
の
所
属
す
る
漁
業
協
同
組
合
が
取
り
ま
と
め
、
秋
さ
け
固
定
式
刺
し
網
漁
業
操
業
承
認

申
請
一
覧
表
（
様
式
第
五
号
）
を
添
え
て
、
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
操
業
承
認
証
の
交
付
）

第�

二　

委
員
会
は
、
操
業
の
承
認
を
し
た
と
き
は
、
申
請
者
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
振
興
事
務
所
（
以
下
「
地
方

振
興
事
務
所
」
と
い
う
。）
を
通
じ
、
漁
船
（
漁
ろ
う
装
置
、
漁
網
を
含
む
。）
を
確
認
の
上
、
秋
さ
け
固
定
式
刺
し

網
漁
業
操
業
承
認
証
（
様
式
第
六
号
。
以
下
「
承
認
証
」
と
い
う
。）
を
申
請
者
に
交
付
す
る
。

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
水
産
漁
港
部

塩
竈
市
新
浜
町
一
丁
目
九－

一

　

電
話
〇
二
二－

三
六
六－

一
二
三
一

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所
水
産
漁
港
部

石
巻
市
あ
ゆ
み
野
五
丁
目
七
番
地

　

宮
城
県
石
巻
合
同
庁
舎

　

電
話
〇
二
二
五－

九
五－

一
四
七
三

宮
城
県
気
仙
沼
地
方
振
興
事
務
所
水
産
漁
港
部

気
仙
沼
市
赤
岩
杉
ノ
沢
四
十
七－

六

　

宮
城
県
気
仙
沼
合
同
庁
舎

　

電
話
〇
二
二
六－

二
二－

六
八
五
一

２�　

承
認
証
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
地
方
振
興
事
務
所
に
連
絡
の
上
、
そ
の
指
示
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
承
認
証
の
書
換
交
付
）

第�

三　

操
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
承
認
証
の
記
載
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
秋
さ
け
固
定
式
刺

し
網
漁
業
操
業
承
認
証
書
換
交
付
申
請
書
（
様
式
第
七
号
）
を
委
員
会
に
提
出
し
、
書
換
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２　

前
項
の
申
請
は
、
第
一
の
３
㈥
の
規
定
を
準
用
す
る
。

　

（
承
認
証
の
再
交
付
）

第�

四　

操
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
承
認
証
を
滅
失
し
、
又
は
き
損
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
秋
さ
け
固
定
式
刺
し

網
漁
業
操
業
承
認
証
再
交
付
申
請
書
（
様
式
第
八
号
）
を
委
員
会
に
提
出
し
、
再
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
船
体
の
標
識
）

第
五　

委
員
会
指
示
七
の
２
の
別
に
定
め
る
標
識
は
、
様
式
第
九
号
と
す
る
。

　

（
漁
獲
成
績
報
告
書
）

第
六　

委
員
会
指
示
七
の
12
の
漁
獲
成
績
報
告
書
は
、
様
式
第
十
号
と
す
る
。

２�　

前
項
の
漁
獲
成
績
報
告
書
に
は
、
操
業
期
間
中
に
宮
城
県
内
の
地
方
卸
売
市
場
に
水
揚
げ
し
た
実
績
を
確
認
で
き

る
書
類
（
水
揚
仕
切
書
等
の
写
し
）
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。
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（
承
認
申
請
書
等
の
経
由
）

第�
七　

第
一
、
第
三
、
第
四
及
び
第
六
の
規
定
に
よ
る
申
請
又
は
報
告
は
、
地
方
振
興
事
務
所
を
経
由
し
て
行
う
も
の

と
す
る
。

（
様
式
第
１
号
）

秋
さ
け
固
定
式
刺
し
網
漁
業
操
業
承
認
申
請
書

�
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
会
長
　
殿

�
住
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
氏
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　

　
秋
さ
け
固
定
式
刺
し
網
漁
業
の
承
認
を
受
け
た
い
の
で
、
下
記
の
と
お
り
申
請
し
ま
す
。

記

１
　
漁
業
時
期
　
　
　
令
和
５
年
９
月
25日
か
ら
同
年
11月
20日
ま
で

２
　
操
業
区
域
　
　
�　
気
仙
沼
市
唐
桑
町
御
崎
正
東
線
以
南
と
石
巻
市
網
地
島
濤
波
岐
崎
正
東
の
線
以
北
に
お
け

る
、
水
深
140メ

ー
ト
ル
以
浅
の
水
域
。
た
だ
し
、
共
同
漁
業
権
区
域
を
除
く
。

３
　
使
用
船
舶

　
⑴
　
船
　
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸

　
⑵
　
漁
船
登
録
番
号

　
⑶
　
総
ト
ン
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ン

　
⑷
　
推
進
機
関
の
種
類
及
び
馬
力
数

４
　
漁
具
の
規
模

　
　
　
　
　
　
㎞
　
×
　
　
　
　
張
り
　
＝
　
　
　
　
㎞

　
　
　
　
　
　
㎞
　
×
　
　
　
　
張
り
　
＝
　
　
　
　
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
合
計
　
　
　
張
り
　
　
　
　
　
　
㎞

５
　
申
請
理
由

�
（
Ａ
４
縦
）
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（
様
式
第
2
号
）

年
　
　
間
　
　
事
　
　
業
　
　
計
　
　
画
　
　
書

　
　
　
船
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
　
　
　
　
氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

漁
業
種
類

区
　
　
分

漁
業

漁
業

漁
業

合
　
　
計

漁
獲
物
の
種
類

操
業

期
間

操
業
日
数
（
日
）

航
海

数
�（
回
）

漁
獲
予
想
数
量
（
㎏
）

漁
獲
予
想
金
額
（
円
）

乗
組

員
�（
人
）

所　要　経　費　円�

人
件

費

燃
料

費

　
費

　
費

合
計

�
（
Ａ
４
縦
）

（
様
式
第
3
号
）

申
　
　
　
請
　
　
　
調
　
　
　
書

住
所

氏
名
�

印
　
　
　

生
年
月
日

年
齢
�

歳
　

漁
業
形
態
１
：
漁
船
漁
業
専
業
　
２
：
養
殖
と
の
兼
業
　
３
：
養
殖
専
業
　
４
：
漁
業
以
外
と
の
兼
業

　
　
※
該
当
す
る
番
号
に
〇
印
を
お
願
い
し
ま
す
。

漁
業
従
事
年
数

使
用
漁
船

船
名

漁
船
登
録

番
号
Ｍ
Ｇ
－

推
進
機
関
の
種
類

及
び

馬
力

数
�

（
kW
・
PS）

総
ト
ン
数
�

ト
ン

年
間
操
業
実
績

№
漁
　
業
　
種
　
類

操
　
業
　
期
　
間

水
揚
数
量
（
㎏
）

水
揚
金
額
（
千
円
）

１
（
〇
月
〇
旬
～
〇
月
〇
旬
）

２３４５６

合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

　
※
前
年
度
（
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
）
に
お
け
る
年
間
操
業
実
績
を
記
入
願
い
ま
す
。

　
　
上
記
の
と
お
り
相
違
な
い
こ
と
を
証
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
令
和
　
　
年
　
　
月
　
　
日

�
漁
業
協
同
組
合
　
代
表
理
事
組
合
長
（
支
所
運
営
委
員
長
）
　
印
　
　
　
　
　

�
（
Ａ
４
縦
）



第429号　令和５年８月18日　金曜日 （10）宮　　城　　県　　公　　報
（
様
式
第
4
号
）

船
舶
使
用
承
諾
書

�
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
　

（
漁
船
使
用
者
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
住
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
氏
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿

�
（
漁
船
所
有
者
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
住
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
氏
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　

　
秋
さ
け
固
定
式
刺
し
網
漁
業
の
操
業
に
つ
い
て
、
下
記
の
と
お
り
漁
船
の
使
用
を
承
諾
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
承
諾
に
よ
っ
て
、
私
が
貴
殿
に
代
わ
り
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
秋
さ
け
固
定
式
刺
し
網
漁
業

の
操
業
の
承
認
を
受
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

記

１
　
承
諾
期
間

２
　
船
名
及
び
漁
船
登
録
番
号

３
　
総
ト
ン
数

４
　
推
進
機
関
の
種
類
及
び
馬
力
数

�
（
Ａ
４
縦
）

（様式第 5号）

秋さけ固定式刺し網漁業操業承認申請一覧表

� 　　年　　月　　日　　

　　　宮城海区漁業調整委員会会長　殿

� 　　　漁業協同組合　代表理事組合長（支所運営委員長）　印　　

一連
番号

船　　名
漁船登録
番　　号

総トン数
推進機関の種類
及 び 馬 力 数

申　　　請　　　者 前 年 度
承認証番号

前年度水揚
実績の有無住　　　　所 氏　　名

� （Ａ４横）



（11）　令和５年８月18日　金曜日 第429号宮　　城　　県　　公　　報
（
様
式
第
6
号
）

（
表
）

�
宮
さ
け
第
　
　
　
　
号
〇
　

秋
さ
け
固
定
式
刺
し
網
漁
業
操
業
承
認
証

�
住
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
　
漁
業
時
期
　
　
令
和
５
年
９
月
25日
　
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
５
年
11月
20日
　
ま
で

２
　
操
業
区
域
　
　
�気
仙
沼
市
唐
桑
町
御
崎
正
東
線
以
南
と
石
巻
市
網
地
島
濤
波
岐
崎
正
東
の
線
以
北
に
お

け
る
、
水
深
140メ

ー
ト
ル
以
浅
の
水
域
。
た
だ
し
、
共
同
漁
業
権
区
域
を
除
く
。

３
　
使
用
す
る
船
舶

　
⑴
　
船
　
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸

　
⑵
　
漁
船
登
録
番
号

　
⑶
　
総
ト
ン
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ン

　
⑷
　
推
進
機
関
の
種
類
及
び
馬
力
数

４
　
操
業
の
条
件
　
裏
面
記
載
の
と
お
り

　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

�
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
会
　
　
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　
　

�
（
Ａ
４
縦
）

（
様
式
第
6
号
）

（
裏
）

操
業
の
条
件
（
委
員
会
指
示
第
七
）

１
�　
操
業
の
承
認
を
受
け
た
者
（
以
下
「
操
業
者
」
と
い
う
。）
は
、
操
業
す
る
際
、
委
員
会
が
交
付
す
る
秋
さ
け

固
定
式
刺
し
網
漁
業
操
業
承
認
証
を
操
業
者
の
漁
船
に
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
�　
操
業
者
は
、
操
業
期
間
中
、
別
に
定
め
る
標
識
を
、
操
業
者
の
漁
船
の
両
舷
の
見
や
す
い
場
所
に
表
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
敷
設
で
き
る
漁
具
の
総
延
長
は
、
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
と
し
、
２
張
を
超
え
て
敷
設
し
て
は
な
ら
な
い
。

４
　
漁
具
を
２
張
敷
設
す
る
場
合
は
、
並
列
に
敷
設
し
て
は
な
ら
な
い
。

５
�　
漁
具
の
敷
設
開
始
時
間
は
午
前
４
時
以
降
と
し
、
揚
網
開
始
時
間
は
同
日
午
前
８
時
（
南
三
陸
町
末
ノ
崎
の
正

東
線
以
北
の
海
域
に
あ
っ
て
は
、
同
日
午
前
９
時
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
水
深
125メ

ー
ト
ル
以
浅
に
敷
設
す
る

場
合
を
除
く
。

６
　
漁
具
の
敷
設
回
数
は
、
１
日
１
回
と
す
る
。

７
　
漁
具
は
、
東
方
向
（
真
方
位
90度
）
に
敷
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
�　
漁
具
を
敷
設
し
て
い
る
間
に
お
い
て
は
、
そ
の
周
辺
海
域
に
待
機
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
水
深

125メ
ー
ト
ル
以
浅
に
敷
設
す
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

９
　
漁
具
を
揚
網
す
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
沖
側
か
ら
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

10�　
漁
具
の
両
端
に
は
、
宮
城
県
漁
業
調
整
規
則
（
令
和
２
年
宮
城
県
規
則
第
103号

）
第
60条

第
１
項
に
規
定
す

る
標
識
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

11�　
さ
け
固
定
式
刺
し
網
漁
船
は
、
沖
合
底
び
き
網
漁
船
と
漁
場
が
競
合
す
る
海
域
に
お
い
て
は
、
連
絡
当
番
船
を

介
し
、
無
線
又
は
船
舶
電
話
に
よ
り
連
絡
し
、
ト
ラ
ブ
ル
回
避
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

12　
漁
業
時
期
終
了
後
は
、
１
か
月
以
内
に
漁
獲
成
績
報
告
書
を
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

承
認
の
取
り
消
し
（
委
員
会
指
示
第
八
）

　
　
こ
の
指
示
に
違
反
し
た
場
合
は
、
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
る
。

�
（
Ａ
４
縦
）



第429号　令和５年８月18日　金曜日 （12）宮　　城　　県　　公　　報
（
様
式
第
7
号
）

秋
さ
け
固
定
式
刺
し
網
漁
業
操
業
承
認
証
書
換
交
付
申
請
書

�
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
会
長
　
殿

�
住
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
氏
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　

　
先
に
交
付
を
受
け
た
承
認
証
の
記
載
事
項
を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
い
の
で
、
書
換
交
付
を
申
請
し
ま
す
。

記

１
　
承
認
番
号
　
　
　
　
　
　
　
宮
さ
け
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号

２
　
船
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸

３
　
書
換
す
る
事
項

項
　
目

書
　
　
　
換
　
　
　
前

書
　
　
　
換
　
　
　
後

４
　
書
換
を
必
要
と
す
る
理
由

�
（
Ａ
４
縦
）

（
様
式
第
8
号
）

秋
さ
け
固
定
式
刺
し
網
漁
業
操
業
承
認
証
再
交
付
申
請
書

�
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
会
長
　
殿

�
住
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
氏
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　

　
秋
さ
け
固
定
式
刺
し
網
漁
業
操
業
承
認
証
を
滅
失
（
き
損
）
し
た
の
で
、
再
交
付
を
申
請
し
ま
す
。

記

　
１
　
承
認
番
号
　
　
　
　
　
　
　
宮
さ
け
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号

　
２
　
船
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸

　
３
　
滅
失
（
き
損
）
の
理
由

�
（
Ａ
４
縦
）



（13）　令和５年８月18日　金曜日 第429号宮　　城　　県　　公　　報
（
様
式
第
9
号
）

宮
さ
け
第
　
　
　
号
〇

　
１
�　
文
字
及
び
数
字
（
承
認
証
番
号
）
の
大
き
さ
は
８
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
太
さ
は
1.5セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
上
と
す
る
こ
と
。

　
２
　
文
字
、
数
字
（
承
認
証
番
号
）
及
び
枠
は
、
朱
色
と
す
る
こ
と
。

　
３
　
〇
印
に
は
、
所
属
漁
協
（
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
に
あ
っ
て
は
、
所
属
支
所
）
の
頭
文
字
を
記
入
す
る
こ
と
。

�
（
Ａ
４
縦
）



第429号　令和５年８月18日　金曜日 （14）宮　　城　　県　　公　　報

（様式第10号）
秋さけ固定式刺し網漁業漁獲成績報告書

� №　　　　　　

　　宮城海区漁業調整委員会会長　殿� 提出年月日：　　　　年　　月　　日　　

所属漁協名 承認証番号 　宮さけ第　　　　　　　　　　　　　号
氏 名 印　 船 名
乗 組 員 人　 総 ト ン 数 　
刺 網 の
規 模

目　合：　　　寸　　　　分（　　　㎝） 漁船登録番号 　ＭＧ　　　－
総延長：　　　ｍ・使用反数：　　　　反 推 進 機 関 電気点火・ジーゼル（〇印をする）

　　　　　年　　　　　月分

日 漁場
番号

水深
（ｍ）

尾　　　　数（尾） 数　量
（㎏）

金　額
（千円）※税抜き

敷　設
時　間

揚　網
時　間

備　考
（漁模様、海況等を記入）オ　ス メ　ス 合　計

１ ： ：
２ ： ：
３ ： ：
４ ： ：
５ ： ：
６ ： ：
７ ： ：
８ ： ：
９ ： ：
10 ： ：
旬計
11 ： ：
12 ： ：
13 ： ：
14 ： ：
15 ： ：
16 ： ：
17 ： ：
18 ： ：
19 ： ：
20 ： ：
旬計
21 ： ：
22 ： ：
23 ： ：
24 ： ：
25 ： ：
26 ： ：
27 ： ：
28 ： ：
29 ： ：
30 ： ：
31 ： ：
旬計
合計

【秋さけ固定式刺し網漁業に要した所要経費】

経　　　　　　　　　　　　　　　費　（千円）
経　費　合　計（千円）

漁　具　費 燃　料　費 人　件　費 その他（　　　）（� ）

　※経費欄には、操業期間中に要した経費を記入する。
� （Ａ４縦）



（15）　令和５年８月18日　金曜日 第429号宮　　城　　県　　公　　報

宮城県地先海面における「秋さけ固定式刺し網漁業」操業区域


